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(57)【要約】
　ゴルフハンディキャップを計算するためのゴルフハン
ディキャップシステム及び方法の実施形態が概してここ
に記載される。他の実施形態が記載及び主張され得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボール特性と、
　前記ボール特性に基づくボールレーティングと、を備えており、
　前記ボールレーティングは、個人のゴルフハンディキャップを計算するために用いられ
る複数のボールレーティングの１つであり、
　前記複数のボールレーティングは、ゴルフハンディキャップシステムに関連する、ゴル
フボール。
【請求項２】
　前記ボール特性は、直径、重量、ボール圧縮、カバー材料、カバー硬さ、カバー厚さ、
ディンプルパターン、ディンプル数、スピンレート、揚力計数、空気抵抗計数の少なくと
も１つを有する、請求項１に記載のゴルフボール。
【請求項３】
　前記ゴルフボールは、全米ゴルフ協会と全英ゴルフ協会の少なくとも１つによって定義
されるゴルフルールに準拠するゴルフボールを有する、請求項１に記載のゴルフボール。
【請求項４】
　ゴルフボール特性の第１値に関連する第１ゴルフボールレーティングを有する第１ゴル
フボールと、
　ゴルフボール特性の第２値に関連する第２ゴルフボールレーティングを有する第２ゴル
フボールと、を備えており、
　前記第１値は、前記第２値よりも小さく、
　前記第１ゴルフボールレーティング及び前記第２ゴルフボールレーティングは、ゴルフ
ハンディキャップシステムに関連する、複数のゴルフボール。
【請求項５】
　前記ゴルフボール特性は、直径、重量、ボール圧縮、カバー材料、カバー硬さ、カバー
厚さ、ディンプルパターン、ディンプル数、スピンレート、揚力計数、空気抵抗計数の少
なくとも１つを有する、請求項４に記載の複数のゴルフボール。
【請求項６】
　前記第１ゴルフボールの１つ又は複数の第１セットと、
　前記第２ゴルフボールの１つ又は複数の第２セットと、をさらに備える、請求項４に記
載の複数のゴルフボール。
【請求項７】
　ゴルフボール特性の第３値に関連する第３ゴルフボールレーティングを有する第３ゴル
フボールをさらに備えており、
　前記第３値は、前記第１値及び前記第２値よりも大きい、請求項４に記載の複数のゴル
フボール。
【請求項８】
　複数のゴルフボールの少なくとも１つは、全米ゴルフ協会と全英ゴルフ協会の少なくと
も１つによって定義されるゴルフルールに準拠するゴルフボールを有する、請求項４に記
載の複数のゴルフボール。
【請求項９】
　ゴルフボールの少なくとも１つのボール特性を特定することと、
　前記ゴルフボールの前記少なくとも１つのボール特性に基づいてボールレーティングを
生成することと、を備える方法。
【請求項１０】
　前記ゴルフボールの前記少なくとも１つのボール特性を特定することは、直径、重量、
ボール圧縮、カバー材料、カバー硬さ、カバー厚さ、ディンプルパターン、ディンプル数
、スピンレート、揚力計数、空気抵抗計数の少なくとも１つを測定することを有する、請
求項９に記載の方法。
【請求項１１】
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　前記ゴルフボールの前記少なくとも１つのボール特性を特定することは、全米ゴルフ協
会と全英ゴルフ協会の少なくとも１つによって定義されるゴルフルールに準拠するゴルフ
ボールの少なくとも１つのボール特性を測定することを有する、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　個人によってプレーされるゴルフコースに関連する少なくとも１つのレーティングに基
づいて、コースハンディキャップを提供することと、
　前記コースハンディキャップ、及び、前記ゴルフコースをプレーする個人によって使用
されるゴルフ用具に関連する少なくとも１つのレーティングに基づいて、ゴルフハンディ
キャップを提供することと、を備える方法。
【請求項１３】
　前記コースハンディキャップを提供することは、前記ゴルフコースのコースレーティン
グとスロープレーティングの少なくとも１つに基づいて、前記コースハンディキャップを
提供することを有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ゴルフハンディキャップを提供することは、前記コースハンディキャップ、及び、
ゴルフ用具のゴルフボールレーティングとゴルフクラブレーティングの少なくとも１つに
基づいて、前記ゴルフハンディキャップを提供することを有する、請求項１２に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記ゴルフコースをプレーする個人によって使用されるゴルフボールの少なくとも１つ
に基づいて、ゴルフボールレーティングを提供することをさらに備える、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１６】
　前記ゴルフコースをプレーする個人によって使用されるゴルフクラブの少なくとも１つ
に基づいて、ゴルフクラブレーティングを提供することをさらに備える、請求項１２に記
載の方法。
【請求項１７】
　前記コースハンディキャップを提供することは、全米ゴルフ協会によって定義される用
語及び条件に応じて前記コースハンディキャップを計算することを有する、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１８】
　アクセスされたときに、機械に対して、
　　個人によってプレーされるゴルフコースに関連する少なくとも１つのレーティングに
基づいてコースハンディキャップを形成させ、
　　前記コースハンディキャップ、及び、前記ゴルフコースをプレーする個人によって使
用されるゴルフ用具に関連する少なくとも１つのレーティングに基づいてゴルフハンディ
キャップを計算させる、コンテンツを含む製造品。
【請求項１９】
　アクセスされたときに、機械に対して、ゴルフコースのコースレーティングとスロープ
レーティングの少なくとも１つに基づいて前記コースハンディキャップを計算させる、請
求項１８に記載の製造品。
【請求項２０】
　アクセスされたときに、機械に対して、前記コースハンディキャップ、及び、ゴルフ用
具のゴルフボールレーティングとゴルフクラブレーティングの少なくとも１つに基づいて
前記ゴルフハンディキャップを計算させる、請求項１８に記載の製造品。
【請求項２１】
　アクセスされたときに、機械に対して、前記コースハンディキャップ、及び、ゴルフ用
具のボールレーティングとクラブレーティングの少なくとも１つに基づいて前記ゴルフハ
ンディキャップを計算させる、請求項１８に記載の製造品。
【請求項２２】
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　アクセスされたときに、機械に対して、前記ゴルフコースをプレーする個人によって使
用されるゴルフボールの少なくとも１つに基づいてボールレーティングを計算させる、請
求項１８に記載の製造品。
【請求項２３】
　アクセスされたときに、機械に対して、前記ゴルフコースをプレーする個人によって使
用されるゴルフクラブの少なくとも１つに基づいてクラブレーティングを計算させる、請
求項１８に記載の製造品。
【請求項２４】
　アクセスされたときに、機械に対して、全米ゴルフ協会によって定義される用語及び条
件に応じて前記コースハンディキャップを計算させる、請求項１８に記載の製造品。
【請求項２５】
　前記機械は、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、タブレットコン
ピュータ、ハンドヘルドコンピュータ、スマートフォン及びポータブルメディアプレイヤ
ーの少なくとも１つを有する、請求項１８に記載の製造品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本願は２０１１年６月１４日に出願された米国特許仮出願第６１／４９６，９６３号明
細書及び２０１１年６月２８日に出願された米国特許仮出願第６１／５１２，８４３号明
細書の利益を主張する。それらの出願は参照により本明細書中に組み込む。
【０００２】
　本願は、概して、ゴルフ、特に、ゴルフハンディキャップを計算するためのゴルフハン
ディキャップシステム及び方法に関する。
【背景技術】
【０００３】
　長年にわたって、ゴルフハンディキャップ（即ち、数値）は、ゴルフコースのティーボ
ックスの位置に基づいて、個人のゴルフをプレーする能力を示すものとして使われている
。例えば、全米ゴルフ協会（United States Golf Association）（ＵＳＧＡ）は、標準化
されたゴルフスコアのタイプを提供することで、技量レベルに関わらず、あらゆるゴルフ
コースでお互いに競い合うことを可能にするハンディキャップシステム（即ち、ＵＳＧＡ
ハンディキャップシステム（商標））を開発した。特に、ＵＳＧＡのハンディキャップ公
式は、衡平ストロークコントロール（商標）スコア（又は、調整されたグロススコア）、
コースレーティング（商標）、スロープレーティング（登録商標）および全スロープレー
ティング（登録商標）の平均値（たとえば、１１３）などの複合的な要素に基づいた個人
のハンディキャップを考慮した級数計算で構成されている。英国ゴルフ協会（Royal and 
Ancient Golf Club of St. Andrews）（Ｒ＆Ａ）およびカナダゴルフ協会（Royal Canadi
an Golf Association）などの他のゴルフ規格協会（golf standard organization）、運
営団体（governing body）、および／またはルール規定団体（rule establishing entity
）は、米国及びメキシコ以外でのゴルフプレーについて異なるハンディキャップシステム
を用いているけれども、上記ハンディキャップシステムのいずれも、個人がゴルフをプレ
ーするときに使用するゴルフ用具に関連づけられたレーティングをハンディキャップシス
テムに組み入れていない。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】複数のゴルフボールの一例の視覚図を示す。
【０００５】
【図２】ゴルフハンディキャップシステムの一例の視覚図を示す。
【０００６】
【図３】ゴルフハンディキャップシステムの一例の視覚図を示す。
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【０００７】
【図４】ゴルフハンディキャップシステムの一例の視覚図を示す。
【０００８】
【図５】ゴルフハンディキャップシステムの一例の視覚図を示す。
【０００９】
【図６】ゴルフハンディキャップシステムの一例を実行し得る一方法のフロー図を示す。
【００１０】
【図７】ゴルフハンディキャップシステムの一例を実行し得る他の方法のフロー図を示す
。
【００１１】
【図８】本願に記載される方法、装置、システム及び物品の一実施形態に基づいたゴルフ
ハンディキャップシステムの一例のブロック図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　一般に、ゴルフハンディキャップを計算するためのゴルフハンディキャップシステムお
よび方法を、本明細書で説明する。本明細書で説明するシステム、方法、および製造品は
、個人がプレーするゴルフコースに関連づけられたレーティングに基づくばかりでなく、
個人がその特定のゴルフコースをプレーするために使用する用具に関連づけられたレーテ
ィングにも基づくゴルフハンディキャップを提供することができる。一例では、ゴルフハ
ンディキャップは、個人が特定のゴルフコースでゴルフをプレーするために使用するゴル
フボールに関連づけられたボールレーティングに基づくことができる。ボールレーティン
グをゴルフハンディキャップの計算に含めることによって、いくつかのゴルフコースはよ
り易しくまたはより難しくなり得、異なるゴルフの技量を持つ個々人が、互いに競ってプ
レーしながらより競争的なゴルフのラウンドをすることができる。本明細書で説明するシ
ステム、方法、装置、および製造品は、この点に限定されない。
【００１３】
　一般に、全米ゴルフ協会（United States Golf Association）（ＵＳＧＡ）、英国ゴル
フ協会（Royal and Ancient Golf Club of St. Andrews）（Ｒ＆Ａ）およびカナダゴルフ
協会（Royal Canadian Golf Association）など、ゴルフ規格協会（golf standard organ
ization）、運営団体（governing body）、および／またはルール規定団体（rule establ
ishing entity）は、ゴルフハンディキャップを計算するために異なるゴルフハンディキ
ャップシステム使用することがある。一例では、ＵＳＧＡハンディキャップシステム（商
標）は、ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)とハン
ディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））とに基づくコースハンディキ
ャップを提供する。下の数式１に示すように、ハンディキャップディファレンシャル（Ha
ndicap Differential（商標）)は、衡平ストロークコントロール（Equitable Stroke Con
trol（商標））スコア（ＥＳＣ（商標）スコア）、コースレーティング（Course Rating
（商標））、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））、および全スロープレ
ーティング（Slope Rating（登録商標））の平均値（たとえば、１１３）に基づいて計算
される。
【００１４】
【数１】

【００１５】
　ＥＳＣ（商標）スコアは、個人がコースハンディキャップ（Course Handicap（商標）
）に基づいてあるホールについて記入し得るストローク数に対する制限を定義する。コー
スレーティング（Course Rating（商標））は、スクラッチゴルファ（たとえば、パー以
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と７７との間）を概算する、特定のゴルフコースの各ティーボックス位置（たとえば、フ
ロントティー、ミドルティー、バックティーなど）に関連づけられた数値である。一例で
は、ゴルフコースのフロントティーは６８．０、ミドルティーは７０．５、バックティー
は７３．６であってよい。個人が特定のゴルフコースにおける期待スコアから逸脱したス
トローク数を与えるために、ＥＳＣ（商標）スコアからコースレーティング（Course Rat
ing（商標））が引かれる。ＥＳＣ（商標）スコアとコースレーティング（Course Rating
（商標））の差に、１１３を掛ける。次いで、ハンディキャップディファレンシャル（Ha
ndicap Differential（商標）)を計算するために、この値が、スロープレーティング（Sl
ope Rating（登録商標））で割られる。スロープレーティング（Slope Rating（登録商標
））は、コースレーティング（Course Rating（商標））と比較して、ボギーゴルファ（
たとえば、平均約９０の打数を打つかまたはホールごとにボギーを打つ個人）に対する特
定のゴルフコースの難しさに関連づけられた数値である。コースレーティング（Course R
ating（商標））は、スクラッチゴルファに対するゴルフコースの難しさを示す一方で、
スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））は、ボギーゴルファに対するゴルフ
コースの難しさを示すことができる。コースレーティング（Course Rating（商標））と
は対照的に、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））は、ストローク数とは
特に関連しない。たとえば、最小のスロープレーティング値は５５で、最大のスロープレ
ーティング値は１５５であり、平均的な難しさのゴルフコースは、１１３のスロープレー
ティング値を有する。
【００１６】
　下の数式２に示すように、ハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標
））は、ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)（即ち
、数式１）に基づいて計算され得る。
【００１７】
【数２】

【００１８】
　ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)の数（すなわ
ち、ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)の数「ｘ」
）を計算した後、それらのハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differentia
l（商標）)値のいくつかが合計され、次いで、合計されたハンディキャップディファレン
シャル（Handicap Differential（商標）)値の数で割られる（すなわち、［ｘ］で割られ
る）。一例では、最新の２０個の値（すなわち、最新の２０のゴルフのラウンド）から最
低の１０個のハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)値
を合計し、次いで、平均値を求める（たとえば、１０で割る）ことができる。ハンディキ
ャップインデックス（Handicap Index（登録商標））を計算するために、この平均化され
たハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)値に、０．９
６を掛けることができる。
【００１９】
　下の数式３に示すように、ハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標
））（即ち、数式２）とプレーするゴルフコースのスロープレーティング（Slope Rating
（登録商標））とに基づいて、個人のコースハンディキャップを計算することができる。
【００２０】
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【数３】

【００２１】
　詳細には、ハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））とスロープ
レーティング（Slope Rating（登録商標））とを互いに掛け合わせ、次いで、その積を、
１１３（たとえば、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））の平均値）で割
ることができる。上記の例は、コースハンディキャップを計算するための特定の方法を説
明し得るが、本明細書で説明するシステム、方法、および製造品は、コースハンディキャ
ップを計算するための（たとえば、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））
を用いない）他の方法を使用することができる。コースレーティング（Course Rating（
商標））、衡平ストロークコントロール（Equitable Stroke Control（商標））、ＥＳＣ
（商標）、ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)、ハ
ンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））、ハンディキャップシステ
ム（Handicap System（商標））、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））
、およびＵＳＧＡハンディキャップシステム（USGA Handicap System（商標））は、ＵＳ
ＧＡの商標である。
【００２２】
　ゴルフハンディキャップを支援する１つの理由は、異なる技量レベルを有する個々人の
間で競争的なゴルフのラウンドが可能となることである。しかしながら、ゴルフハンディ
キャップは、個々人が面と向かって競い合うためのツール以上のものに進化した。代わり
に、ゴルフハンディキャップは、トーナメント選択のための根拠、ゴルフにおけるある種
のステータスシンボル、および個人のゴルフの技量を表す普遍的に容認された方法となっ
ている。ゴルフハンディキャップは、歴史的に豊かなゴルフゲームに対する現代の礎であ
る。これらの理由から、ゴルフハンディキャップを計算することにおいて正確さと精密さ
とが必要とされる。たとえば、ＵＳＧＡハンディキャップシステム（USGA Handicap Syst
em（商標））では、上記に示すように、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標
））をハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)およびコ
ースハンディキャップ（Course Handicap（商標））との中に組み込むことは、運営団体
がゴルフハンディキャップの計算を改良することの一例である。しかしながら、ゴルフハ
ンディキャップを計算することにおいて、正確さと精密さとをさらに改良するために、よ
り多くのことがなされてよい。
【００２３】
　ゴルフコースだけに関連づけられたレーティング（たとえば、上記で説明したＵＳＧＡ
ハンディキャップシステム（USGA Handicap System（商標）））を使用する既存のハンデ
ィキャップシステムとは対照的に、本明細書で説明するシステム、方法、および製造品は
、個人がゴルフをプレーするために使用する用具に関連づけられたレーティング（たとえ
ば、ゴルフボールレーティングおよび／またはゴルフクラブレーティング）をゴルフハン
ディキャップの計算に組み込むことができる。一般に、本明細書で説明するシステム、方
法、および製造品は、コースハンディキャップ（たとえば、上述のコースハンディキャッ
プ）と、個人がゴルフをプレーするために使用する少なくとも１つの用具に関連づけられ
た用具レーティング（たとえば、ボールレーティングおよび／またはクラブレーティング
）とに基づいてゴルフハンディキャップを計算することができる。たとえば、ボールレー
ティングをゴルフハンディキャップの計算の中に含めることによって、いくつかのゴルフ
コースが、個人にとってより易しくなるかまたはより難しくなることができる。ボールレ
ーティングはまた、異なる技量レベルを有する個々人が、互いに競ってプレーしながら、
より競争的なゴルフのラウンドをすることを可能にすることができる。
【００２４】
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　天気、ゴルフコース条件、ゴルフボールおよびゴルフクラブなどの用具など、多くの異
なるファクタが、個人のゴルフゲームに影響を与えることがある。既存のゴルフハンディ
キャップシステムは、これらのファクタを、まったくではないとしても、ほとんど説明し
ていない。以下で詳細に説明するように、用具レーティング（たとえば、ボールレーティ
ングおよび／またはクラブレーティング）を組み込むゴルフハンディキャップシステムは
、上述のファクタのうちのいくつかにおいて、制御不可能な変化（たとえば、天気）また
は反対に制御可能な変化（たとえば、ゴルフコース条件）にかかわらず、比較的より一貫
性のあるゴルフハンディキャップを個人が維持するのを助けることができる。
【００２５】
　本明細書で説明するボールレーティングを組み込むゴルフハンディキャップシステムに
よって、たとえば、個人が、ゴルフのラウンドに対して、プレーにおける天候条件、コー
ス条件、技量レベルなどに基づいてゴルフボールを選択することができる。一例では、個
人が風の強い日にゴルフのラウンドをプレーしている場合、彼または彼女は、最悪の打ち
損じを緩和または回避するのを助けるために、比較的短い飛距離を進むように設計された
ゴルフボールでプレーすることを選択することができる。ゴルフボールは、そのゴルフの
ラウンドに対する個人のゴルフハンディキャップを上げることによって「悪天候」のゴル
フ日の好ましくない影響を緩和する、比較的高いボールレーティングに関連づけられてよ
い。その結果、以下で説明する個人の調整されたハンディキャップインデックスが、理想
的とは言えないプレー条件を補正することができる。
【００２６】
　ボールレーティングを組み込むゴルフハンディキャップシステムはまた、個人が、習熟
曲線を制限しながら、新しいコースおよび／または新しい用具を試みることを可能にする
ことができる。たとえば、個人は、よく知らないゴルフコースの景観に基づいて、より有
利なまたはあまり有利でないゴルフボールを選択することができる。ゴルフコースが比較
的長いヤーディッジ（たとえば、７，３００ヤード超）であれば、個人のゴルフスコア（
すなわち、グロススコアからゴルフハンディキャップを引いたネットスコア）に悪影響を
与えることなく、よく知らない、比較的長いコースの習熟曲線を緩和するのを助けるため
に、個人は、比較的低くレーティングされたゴルフボール（すなわち、比較的長い飛距離
を進むゴルフボール）を選択することができる。
【００２７】
　反対に、ゴルフコースが比較的短いヤーディッジ（たとえば、６，９００ヤード未満）
であり、多くのドッグレッグのゴルフホールを含み、かつ／または比較的狭いフェアウェ
イを含む場合、個人は、比較的高くレーティングされたゴルフボールを選択することがで
きる。比較的高くレーティングされたゴルフボール（すなわち、比較的短い飛距離を進む
ゴルフボール）は、個人のゴルフスコア（すなわち、ネットスコア）に悪影響を与えるこ
となく、個人が、コースの景観に対応しながら、彼または彼女のスイングおよび正確さを
保つことを可能にすることができる。
【００２８】
　別の例では、個人が新しい用具を購入および／または試験するとき、比較的低くレーテ
ィングされた（または比較的高くレーティングされた）ゴルフボールが、習熟曲線を緩和
するのを助けることができる。個人は、彼または彼女のゴルフスコアに対する大きなイン
パクトを恐れることなく、実際のプレー条件において競争的環境の下で新しい用具を使用
することができる。
【００２９】
　さらに、ゴルフコースは、ボールレーティングまたは他の用具レーティング（たとえば
、クラブレーティング）を組み込むゴルフハンディキャップシステムの使用法、およびそ
のシステムによる恩恵を見出すことができる。具体的には、ゴルフコースは、ピン配置、
ティーボックス配置、芝状態、および／または任意の特定の日の天候条件に対する「推奨
ボール」を選定することができる。その結果、いくつかのゴルフコースは、もはや、易し
すぎるかまたはヤーディッジが短すぎるために、ゴルフトーナメント会場として見過ごさ
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れることは無くなる可能性がある。すなわち、ゴルフコースは、比較的高くレーティング
されたゴルフボールを選定することができ、そのことが、比較的高いプレー能力と高い技
量レベルを有する個々人（たとえば、プロゴルファ）に適応するために、ゴルフコースを
、より長くプレーさせかつ／またはより困難にさせる。
【００３０】
　別の例では、ゴルフコースのスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））を補
正するために、ゴルフコースは、アマチュアトーナメントで使用するために比較的低いボ
ールレーティングを選択する一方で、プロトーナメントで使用されるゴルフボールに対し
て比較的高いレーティングを選択することができる。ＵＳＧＡによって割り当てられたゴ
ルフコースのスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））は、容易に変更され得
ない。本明細書で説明するボールレーティングシステムとは対照的に、ゴルフコースは、
プレー条件に基づいてボールレーティングを選定または指定することによって、知覚され
る難しさのレベルより大きなコントロールを有することができる。ボールレーティングシ
ステムは、ゴルフコースに、あらゆる技量レベルの個々人に売り込む機会と、比較的より
動的なコース（たとえば、そのコースでプレーする個々人に基づいて、長いかまたは短い
コース、難しいかまたは易しいコースなど）として運営する機会とを提供することができ
る。多数のリピート常連客を有するカントリークラブおよび他のプライベートコースにと
って、推奨ボールを変えることで、それらのコースは、新しいコースのようにプレーする
ことを維持することができる。たとえば、ある特定のゴルフコースで繰返しプレーする個
人が、そのまったく同じコースを再訪してプレーするが、異なるレーティングのゴルフボ
ールを使用することによって異なるプレー体験をすることができる。以下で詳細に説明す
るように、本明細書で説明するシステム、方法、および製造品は、調整されたハンディキ
ャップディファレンシャルと調整されたハンディキャップインデックスとを計算するため
にボールレーティングを考慮に入れ、それにより、個人のゴルフスコアがより正確で精密
となり得る。
【００３１】
　既存のゴルフハンディキャップシステムにより、異なる技量レベルを有する個々人の間
で、ゴルフが競争的になることが可能になる。ボールレーティング（および／またはクラ
ブレーティング）を追加することで、ゴルフの競争的な性質が、さらに改良され得る。上
述のように、たとえば、ゴルフコースは、異なる技量レベルのトーナメントを提供するこ
と、悪天候の日により良いプレー条件を生み出すこと、コース条件（たとえば、ソフトバ
ンカー、狭いフェアウェイ、厚いラフ、硬いパッティンググリーンなど）を補完または補
正すること、常連客が再訪するように維持すること、他の重要でないゴルフのファクタの
いくつかを回避すること、および／またはボールレーティング（および／またはクラブレ
ーティング）を指示することによってゴルフ体験の正確さ、精密さおよび楽しさにおける
総合的な改良を生み出すことを可能にすることができる。
【００３２】
　図１の例では、全体的に１１０、１２０および１３０で示すゴルフボール１００のそれ
ぞれが、ゴルフボールレーティングに関連づけられ得る。一例では、第１のゴルフボール
１１０が第１のゴルフボールレーティングに関連づけられ、第２のゴルフボール１２０が
第２のゴルフボールレーティングに関連づけられ、第３のゴルフボール１３０が第３のゴ
ルフボールレーティングに関連づけられ得る。ボールレーティングは、ゴルフボールによ
って運ばれる総飛距離（たとえば、キャリー距離と転がり距離との和）に相当することが
できる。たとえば、総飛距離は、ゴルフボールが空中をキャリーする距離（すなわち、キ
ャリー距離）とゴルフボールが着地後、地上を転がる距離（すなわち、転がり距離）とを
含むことができる。総飛距離は、ＵＳＧＡの総飛距離標準（Overall Distance Standard
）によって定義され得、その標準は、打ち出し条件と他の試験パラメータとを詳述してい
る。総飛距離標準に基づいて、たとえば、最高のボールレーティングは、３２０ヤードの
総飛距離（すなわち、３ヤードの最大許容差を有する３１７ヤードの総飛距離）を有する
ゴルフボールに相当することができる。本明細書で説明するシステム、方法、装置および
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製造品は、この点について限定されない。
【００３３】
　たとえば、第１のゴルフボール１１０は、第２のゴルフボール１２０および第３のゴル
フボール１３０ほど進むことはできない。対照的に、第３のゴルフボール１３０は、第１
のゴルフボール１１０および第２のゴルフボール１２０より遠くに進むことができる。し
たがって、第２のゴルフボール１２０は、第１のゴルフボール１１０より遠くに進むこと
ができるが、第３のゴルフボール１３０ほど遠くに進むことはできない。ボールレーティ
ングは、直径、重量、ボール圧縮、カバー材料、カバー硬さ、カバー厚さ、ディンプルパ
ターン、ディンプル数、スピンレート、揚力計数、または空気抵抗計数（coefficient of
 drag）など、ゴルフボールによって運ばれる総飛距離に影響を与える１つまたは複数の
ボール特性に基づくことができる。第１のゴルフボール１１０、第２のゴルフボール１２
０および第３のゴルフボール１３０の他の仕様（重量、初速度など）は、ＵＳＧＡおよび
Ｒ＆Ａなど、ゴルフ標準化機構および／または運営団体によって定義されるルールに準拠
することができる。たとえば、ゴルフボール１００は、ＵＳＧＡによって指定された１．
６２０オンス（４５．９３グラム）以下であってよい。別の例では、第１のゴルフボール
１１０が第１の直径１１２に関連づけられ、第２のゴルフボール１２０が第２の直径１２
２に関連づけられ、第３のゴルフボール１３０が第３の直径１３２に関連づけられてよい
。第１の直径１１２、第２の直径１２２および第３の直径１３２は互いに異なってよいが
、ゴルフボール１００のそれぞれの直径は、ＵＳＧＡによって指定された１．６８インチ
（４２．６７ミリメートル）以上である。本明細書で説明するシステム、方法、装置およ
び製造品は、この点について限定されない。
【００３４】
　本明細書で説明するシステム、方法、および製造品は、ボールレーティングに基づいて
調整されたハンディキャップディファレンシャル（ＡＨＤ）を生成することができる。下
の数式４に示すように、調整されたハンディキャップディファレンシャル（ＡＨＤ）は、
ハンディキャップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)（すなわち、上
述の数式１から導かれる）と、ゴルフボールレーティングで割られた平均ゴルフボールレ
ーティングとの積である。
【００３５】
【数４】

【００３６】
　過度の補正を避けるために、ボールレーティングは、ＵＳＧＡのハンディキャップシス
テム（Handicap System（商標））のスロープレーティング（Slope Rating（登録商標）
）に基づくことができる。たとえば、平均ボールレーティングは１１３の値を有し、ボー
ルレーティングは、５５の最小値から１５５の最大値まで変動することができる。スロー
プレーティング（Slope Rating（登録商標））に類似して、比較的易しいゴルフボール（
たとえば、ゴルフボールがより長い飛距離を進む）がより低いボールレーティングを有す
る一方、比較的難しいゴルフボール（たとえば、より短い飛距離を進む）はより高いボー
ルレーティングを有することができる。すなわち、８３のボールレーティングを有するゴ
ルフボールは、１４３のボールレーティングを有するゴルフボールより長い飛距離を進む
ことができる。ＵＳＧＡの総飛距離標準に基づいて、たとえば、３２０ヤードの総飛距離
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に関連づけられたゴルフボールは、５５のボールレーティングを有することができる。そ
の結果、ボールレーティングおよびスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））
は、調整されたハンディキャップディファレンシャル（数式４）を計算するために、等し
く重みづけされてよい。
【００３７】
　下の数式５に示すように、調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ）は、調
整されたハンディキャップディファレンシャル（ＡＨＤ）（すなわち、数式４）に基づい
て計算され得る。
【００３８】
【数５】

【００３９】
　ＡＨＤ値の数を計算した後、それらのＡＨＤ値のいくつかが合計され（すなわち、合計
されたＡＨＤ値の数「ｘ」）、次いで、合計された数で割られる（すなわち、「ｘ」で割
られる）。一例では、最新の２０個のＡＨＤ値（すなわち、最新の２０のゴルフのラウン
ド）から最低の１０個のＡＨＤ値が合計され、次いで、平均値を求められる。調整された
ハンディキャップインデックスを計算するために、この平均化されたＡＨＤ値に、０．９
６のファクタを掛けることができる。０．９６のファクタは、ＵＳＧＡが定義する完全な
衡平よりわずかに低い割合（すなわち、個人が、彼または彼女のゴルフゲームを改良する
ための誘因）であり得る。本明細書で説明するシステム、方法、装置および製造品は、こ
の点について限定されない。
【００４０】
　５５の最小値、１５５の最大値および１１３の平均値を有するスロープレーティング（
Slope Rating（登録商標））に類似するスケールを使用することによって、ボールレーテ
ィングは、的確に（すなわち、過度の補正なしに）ハンディキャップインデックス（Hand
icap Index（登録商標））に影響を与えることができる。図２を参照すると、たとえば、
１１３の平均レーティングを有するゴルフボールはハンディキャップインデックス（Hand
icap Index（登録商標））を変えない（すなわち、ハンディキャップインデックス（Hand
icap Index（登録商標））と調整されたハンディキャップインデックスとは、互いに等し
い）。さらに、ボールレーティングは、比較的低いハンディキャップインデックス（Hand
icap Index（登録商標））に、比較的高いハンディキャップインデックス（Handicap Ind
ex（登録商標））よりも少ない影響を与えることができる。８３のボールレーティングを
有するゴルフボール（すなわち、１１３の平均ボールレーティングを有するゴルフボール
より長い飛距離を進むゴルフボール）など、比較的易しいゴルフボールを使用することに
よって、たとえば、１０などの比較的低いハンディキャップインデックス（Handicap Ind
ex（登録商標））を有する個人が、７．３の調整されたハンディキャップインデックスに
変わる（すなわち、２．７の減少）ことができる。一方、同じ個人が、１４３のボールレ
ーティングを有するゴルフボールなど、比較的難しいゴルフボールを使用することによっ
て、１０のハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））から１２．７
の調整されたハンディキャップインデックスに変わる（すなわち、２．７の増加）ことが
できる。その結果、個人は、比較的低いボールレーティング（たとえば、８３）を有する
ゴルフボールを使用するよりも、比較的高いボールレーティング（たとえば、１４３）を
有するゴルフボールを使用するほうが報いられ得る。
【００４１】
　別の例では、２０などの比較的高いハンディキャップインデックス（Handicap Index（
登録商標））を有する個人が、８３のボールレーティングを有するゴルフボール（すなわ
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ち、１１３の平均ボールレーティングを有するゴルフボールより長い飛距離を進むゴルフ
ボール）など、比較的易しいゴルフボールを使用することによって、１４．７の調整され
たハンディキャップインデックスに変わる（すなわち、５．３の減少）ことができる。一
方、その同じ個人が、１４３のボールレーティングを有するゴルフボールなど、比較的難
しいゴルフボールを使用することによって、２０のハンディキャップインデックス（Hand
icap Index（登録商標））から、２５．３の調整されたハンディキャップインデックスに
変わる（すなわち、５．３の増加）ことができる。両者が８３のボールレーティングを有
するゴルフボールを使用する場合、１０などのハンディキャップインデックス（Handicap
 Index（登録商標））を有する個人は、２．７の変化（すなわち、７．３の調整されたハ
ンディキャップインデックス（ＡＨＩ））を経験する一方で、２０などのハンディキャッ
プインデックス（Handicap Index（登録商標））を有する個人は、５．３の変化（すなわ
ち、１４．７の調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ））を経験することが
できる。その結果、調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ）は、ハンディキ
ャップインデックス（Handicap Index（登録商標））値が増加するにつれてより著しくハ
ンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））から変化することができる
（すなわち、ＡＨＩは個人のハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標
））の関数である）。
【００４２】
　下の数式６に示すように、個人のゴルフハンディキャップは、調整されたハンディキャ
ップインデックス（ＡＨＩ）（すなわち、数式５）と、個人がゴルフのラウンドをプレー
するために使用するゴルフボールのボールレーティングとに基づいて計算され得る。
【００４３】
【数６】

【００４４】
　具体的には、調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ）とボールレーティン
グとを、互いに掛け合わせることができる。ゴルフハンディキャップ（すなわち、数式６
）を計算するために、調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ）とボールレー
ティングとの積を、平均ボールレーティングで割ることができる。上記の例で述べたよう
に、ボールレーティングと平均ボールレーティングとは、ＵＳＧＡのハンディキャップシ
ステム（Handicap System（商標））のスロープレーティング（Slope Rating（登録商標
））に基づくことができ、それにより、図４に示すように、ボールレーティングによる過
度の補正を避けるために、ボールレーティングとスロープレーティング（Slope Rating（
登録商標））とは同じように重みづけされ得る。スロープレーティング（Slope Rating（
登録商標））およびボールレーティングは、スロープレーティング（Slope Rating（登録
商標））が異なるゴルフコースで変化するときに、ゴルフハンディキャップを一定に保つ
ために、反比例の関係を有することができる。すなわち、スロープレーティング（Slope 
Rating（登録商標））とボールレーティングとが互いに相殺しあっている場合、ゴルフハ
ンディキャップは、コースハンディキャップ（すなわち、ボールレーティングを持たない
ハンディキャップ）を変化させない。しかしながら、スロープレーティング（Slope Rati
ng（登録商標））が増加するにつれて、ボールレーティングは、ゴルフハンディキャップ
を一定に保つために減らされる必要があり、その逆も同様である。たとえば、個人が、９
６のスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））を有するゴルフコースをプレー
することができる。同じゴルフハンディキャップを維持するために、その個人は、平均に
レーティングされたゴルフコース（すなわち、１１３）より比較的易しいゴルフコースに
対して補正するために、１３３のボールレーティングを有するゴルフボールを使用するこ
とができる。
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【００４５】
　図５を参照すると、たとえば、個人のゴルフハンディキャップが、ボールレーティング
に基づいて調整され得る。具体的には、１１３の平均ボールレーティングを有するゴルフ
ボールでプレーした個人のゴルフハンディキャップを、実線で示す。その個人が１２３の
ボールレーティングを有するゴルフボール（たとえば、１１３の平均ボールレーティング
を有するゴルフボールより短く進むゴルフボール）を使用する場合、平均にレーティング
されたゴルフボールほど長くは進み得ないゴルフボールを使用する個人を補正するために
、ゴルフハンディキャップは増加する。ゴルフハンディキャップを増加することによって
、個人は、よりよいネットスコアを得ることができる。対照的に、その個人が１０３のボ
ールレーティングを有するゴルフボール（たとえば、１１３の平均ボールレーティングを
有するゴルフボールより長く進むゴルフボール）を使用する場合、平均にレーティングさ
れたゴルフボールより長く進み得るゴルフボールを使用する個人を補正するために、ゴル
フハンディキャップは減少する。
【００４６】
　したがって、個人のゴルフハンディキャップは、個人がプレーする特定のゴルフコース
に関連づけられたレーティング（たとえば、スロープレーティング（Slope Rating（登録
商標）））のみならず、個人がそのゴルフコースをプレーするために使用するゴルフボー
ルに関連づけられたレーティングをも組み入れる。ボールレーティングなどの用具レーテ
ィングを組み込むことによって、ゴルフハンディキャップは、個人がプレーするゴルフコ
ースに関連づけられたレーティングに加えて、別のファクタによってより精密で正確にな
り得る。本明細書で説明するシステム、方法、装置および製造品は、この点について限定
されない。
【００４７】
　代替的に、ボールレーティングは、異なる方法でスケーリングされ得る（たとえば、ボ
ールレーティングとスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））とは、異なって
スケーリングまたは重みづけされ得る）。一例では、ボールレーティングは、６の最小値
、８の平均値、および１０の最大値によって異なってスケーリングされ得る。８のボール
レーティングに関連づけられたゴルフボールは、６のボールレーティングまたは７のボー
ルレーティングのいずれかに関連づけられたゴルフボールより、（たとえば、１０～２０
ヤード）長く進むことができる。しかしながら、８のボールレーティングに関連づけられ
たゴルフボールは、９のボールレーティングまたは１０のボールレーティングのいずれか
に関連づけられたゴルフボールより、（たとえば、１０～２０ヤード）長く進むことはな
い。上記の例と同様に、ゴルフハンディキャップは、個人がプレーするゴルフコースに関
連づけられたレーティングに加えて、別のファクタによってより精密で正確になり得る。
本明細書で説明するシステム、方法、装置および製造品は、この点について限定されない
。
【００４８】
　図６の例では、プロセス６００は、個人がプレーするゴルフコースに関連づけられた少
なくとも１つのレーティングに基づいて、コースハンディキャップを計算することで始ま
ることができる（ブロック６１０）。具体的には、ゴルフコースに関連づけられたレーテ
ィングは、ゴルフコースの難しさを示す値であってよい。
【００４９】
　プロセス６００は、コースハンディキャップと、個人がゴルフコースをプレーするため
に使用するゴルフ用具に関連づけられた少なくとも１つのレーティングとに基づいて、ゴ
ルフハンディキャップを計算することができる（ブロック６２０）。たとえば、個人が使
用するゴルフ用具に関連づけられたレーティングは、個人がゴルフコースでゴルフをプレ
ーするために使用するゴルフボールに関連づけられたボールレーティングであってよい。
別の例では、個人が使用するゴルフ用具に関連づけられたレーティングは、個人がゴルフ
コースでゴルフをプレーするために使用するドライバタイプのゴルフクラブまたはウェッ
ジタイプのゴルフクラブに関連づけられたクラブレーティングであってよい。代替的に、
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プロセス６００は、以下でさらに詳細に説明するように、ボールレーティングとクラブレ
ーティングの両方に基づいてゴルフハンディキャップを計算することができる。
【００５０】
　以下で詳細に説明するように、ボールレーティングは、ＵＳＧＡのハンディキャップシ
ステム（USGA Handicap System（商標））など、既存のハンディキャップシステムに組み
込まれてよい。図７を参照すると、たとえば、プロセス７００は、調整されたハンディキ
ャップインデックスを計算することで始まることができる（ブロック７１０）。具体的に
は、調整されたハンディキャップディファレンシャル（ＡＨＤ）は、個人のハンディキャ
ップディファレンシャル（Handicap Differential（商標）)と平均ボールレーティングと
の積であってよく、その積は、次に、個人が使用するゴルフボールのボールレーティング
で割られる（たとえば、数式４）。
【００５１】
　プロセス７００は、調整されたハンディキャップディファレンシャル（ＡＨＤ）に基づ
いて調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ）を計算することができる（ブロ
ック７２０）。数式５に関連して上記で説明したように、調整されたハンディキャップイ
ンデックス（ＡＨＩ）は、調整されたハンディキャップディファレンシャル（ＡＨＤ）値
の数に基づくことができる。具体的には、平均的な調整されたハンディキャップディファ
レンシャル（ＡＨＤ）は、最新の２０個のＡＨＤ値（すなわち、最新の２０のゴルフのラ
ウンド）からの最低の１０個のＡＨＤ値の合計から計算され得る。調整されたハンディキ
ャップインデックス（ＡＨＩ）を生成するために、この平均ＡＨＤに、ＵＳＧＡが定義す
るパーセンテージファクタを掛けることができる。
【００５２】
　プロセス７００は、調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ）に基づいて、
ゴルフハンディキャップを計算することができる（ブロック７３０）。数式６に関連して
上記で説明したように、ゴルフハンディキャップは、調整されたハンディキャップインデ
ックスとボールレーティングとの積を、平均ボールレーティングで割ったものであってよ
い。上述のように、ボールレーティングは、個人がゴルフのラウンドをプレーするために
使用するゴルフボールに関連づけられた数値であってよい。
【００５３】
　プロセス６００および７００を、図６および図７における別々のプロセスとして示して
いるが、プロセス６００および７００は、本明細で説明するシステム、方法、および製造
品に関連づけられた他のプロセスと連続して、並列して、または同時に実行されてもよい
。アクションの特定の順序を図６と図７の両方に示すが、これらのアクションは、他の時
間的シーケンスで実行されてよい。たとえば、図６または図７に示す２つ以上のアクショ
ンが、連続的に、並列に、または同時に実行されてよい。代替的に、図示の２つ以上のア
クションが、逆の順序で実行されてもよい（たとえば、プロセス６００は、ブロック６１
０の前にブロック６２０を実行することができる）。さらに、図６または図７に示す１つ
または複数のアクションが、まったく実行されなくてもよい。本明細書で説明するシステ
ム、方法、装置および製造品は、この点について限定されない。
【００５４】
　図６および図７の例示的なプロセス６００および７００は、それぞれ、揮発性もしくは
不揮発性メモリまたは他の大容量記憶デバイス（たとえば、フロッピディスク、ＣＤ、お
よびＤＶＤ）など、機械アクセス可能（machine-accessible）媒体の任意の組合せに記憶
された、多くの異なるプログラミングコードのいずれかを使用する、機械アクセス可能命
令として実装され得る。たとえば、機械アクセス可能命令は、プログラマブルゲートアレ
イ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、消去可能プログラマブル読出し専用メモリ（Ｅ
ＰＲＯＭ）、読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、フラッ
シュメモリ、磁気媒体、光媒体、および／または任意の他の適切なタイプの媒体など、機
械アクセス可能媒体内に統合されてよい。追加または代替として、機械アクセス可能命令
は、デスクトップコンピュータ、ラップトップコンピュータ、ハンドヘルドコンピュータ
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、タブレットコンピュータ、スマートフォンなど、様々なワイヤードおよび／またはワイ
ヤレス通信デバイスに対して、オンラインアプリケーションおよび／またはモバイルアプ
リケーション（たとえば、アプリ（app））内に統合され得る。本明細書で説明するシス
テム、方法、装置および製造品は、この点について限定されない。
【００５５】
　上記は、構成要素の中でも、ハードウェア上で実行されるソフトウェアまたはファーム
ウェアを含む例示的なシステムを開示するが、そのようなシステムは単なる例であり、制
限するものと見なされるべきではないことに留意されたい。具体的には、開示するハード
ウェア、ソフトウェア、および／またはファームウェアの構成要素の一部または全部が、
もっぱらハードウェアで、もっぱらソフトウェアで、もっぱらファームウェアで、または
ハードウェア、ソフトウェア、および／またはファームウェアのいくつかの組合せで、具
現され得ることが企図されている。
【００５６】
　図８を参照すると、たとえば、ゴルフハンディキャップシステム８００は、入力デバイ
ス８１０と、処理デバイス８２０と、ディスプレイデバイス８３０とを含むことができる
。入力デバイス８１０、処理デバイス８２０、およびディスプレイデバイス８３０は、１
つまたは複数のワイヤレスまたはワイヤード接続を介して互いに結合され得る。入力デバ
イス８１０は、個人８４０がデータとコマンドとを処理デバイス８２０に入力することを
可能にすることができる。たとえば、入力デバイス８１０は、キーボード、マウス、タッ
チセンシティブディスプレイ、トラックパッド、トラックボール、ボイス認識システム、
および／または他の適切なヒューマンインターフェースデバイス（ＨＩＤ）によって実装
され得る。たとえば、個人８４０は、入力デバイス８１０を介してボールレーティングを
入力することができる。処理デバイス８２０は、ゴルフハンディキャップを計算するため
に、上記で説明したプロセス６００および／または７００を実行することができる。ディ
スプレイデバイス８３０は、ゴルフハンディキャップを生成することができる。図８は、
別々のブロックである１つまたは複数の構成要素を示しているが、ゴルフハンディキャッ
プシステム８００の２つ以上の構成要素が、単一のブロック内に統合されてもよい。
【００５７】
　上記の例はゴルフボールに関連して説明したが、本明細書で説明する、システム、方法
、および製造品は、ゴルフクラブ（たとえば、ドライバタイプのゴルフクラブまたはウェ
ッジタイプのゴルフクラブ）など、他のタイプのゴルフ用具に適用可能であり得る。具体
的には、ゴルフクラブレーティングは、ゴルフハンディキャップを計算するために使用さ
れ得る。たとえば、ゴルフクラブレーティングは、寸法、体積、慣性モーメント（ＭＯＩ
）、スピン傾向（spin propensity）、ばね効果および力学的特性、溝などに基づくこと
ができる。
【００５８】
　上記の例は１つのゴルフ用具の用具レーティング（たとえば、ボールレーティングまた
はクラブレーティング）に関連して説明したが、本明細書で説明するシステム、方法、お
よび製造品は、ボールレーティングに加えて、クラブレーティング（たとえば、ドライバ
タイプのゴルフクラブまたはウェッジタイプのゴルフクラブ）など、様々な組合せのゴル
フ用具に適用可能であり得る。たとえば、ゴルフハンディキャップは、個人がゴルフをプ
レーするために使用するゴルフボールとゴルフクラブとに関連づけられた用具レーティン
グに基づくことができる（すなわち、用具レーティングはボールレーティングとクラブレ
ーティングとを含むことができる）。用具レーティングをゴルフハンディキャップの計算
に含めることによって、いくつかのゴルフコースはより易しくまたはより難しくなり、異
なるゴルフの技量を持つ個々人が、互いに競ってプレーしながらより競争的なゴルフのラ
ウンドをすることなどができる。
【００５９】
　ボールレーティングだけまたはクラブレーティングだけの上記の例とは対照的に、用具
レーティングは、ボールレーティングとクラブレーティングとの関数であり得る。具体的
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には、ゴルフボールとゴルフクラブとは、接触時のゴルフボールの打ち出し条件と、その
後の、ゴルフボールが進む飛距離とに影響を与え得る。ゴルフボールとゴルフクラブとは
、ゴルフボールが進む飛距離を決定するファクタとなり得るので、対応するボールレーテ
ィングとクラブレーティングとの組合せが用具レーティングを生成することができ、その
組合せが、ひいては、ゴルフハンディキャップに影響を与えることができる。ボールレー
ティングとクラブレーティングの両方は、統合された測定値としての打ち出し条件を使用
することによって、１つの用具レーティング値に組み込まれ得る。すなわち、２つの独立
したレーティングの合計が、特定のボールレーティングを有するゴルフボールが特定のク
ラブレーティングを有するゴルフクラブによって接触される（すなわち、打たれる）とき
に生成される打ち出し条件の正確な測度を提供することができる。
【００６０】
　一例では、５５の最小値、１５５の最大値および１１３の平均値を有するスロープレー
ティング（Slope Rating（登録商標））に類似するスケールを使用することによって、用
具レーティングは、的確に（すなわち、過度の補正なしに）ハンディキャップインデック
ス（Handicap Index（登録商標））に影響を与えることができる。１１３の平均用具レー
ティングに関連づけられた打ち出し条件は、ハンディキャップインデックス（Handicap I
ndex（登録商標））を変えない（すなわち、ハンディキャップインデックス（Handicap I
ndex（登録商標））と調整されたハンディキャップインデックスとは、互いに等しい）。
さらに、用具レーティングは、比較的低いハンディキャップインデックス（Handicap Ind
ex（登録商標））に、比較的高いハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録
商標））よりも少ない影響を与えることができる。８３のより低い用具レーティング（す
なわち、ゴルフボールに、１１３の平均用具レーティングを有するゴルフボールとゴルフ
クラブとの組合せより長い飛距離を進ませるゴルフボールとゴルフクラブとの組合せ）な
ど、理想に近い打ち出し条件を生成するボールレーティングとクラブレーティングとの組
合せを使用することによって、たとえば、１０などの比較的低いハンディキャップインデ
ックス（Handicap Index（登録商標））を有する個人が、７．３の調整されたハンディキ
ャップインデックスに変わる（すなわち、２．７の減少）ことができる。一方、同じ個人
が、１４３の用具レーティングを有するゴルフボールおよびゴルフクラブなど、比較的難
しいゴルフボールとゴルフクラブとの組合せを使用することによって、１０のハンディキ
ャップインデックス（Handicap Index（登録商標））から１２．７の調整されたハンディ
キャップインデックスに変わる（すなわち、２．７の増加）ことができる。その結果、個
人は、比較的低いボールレーティング（たとえば、８３）を有するゴルフボールとゴルフ
クラブとの組合せを使用するよりも、比較的高い用具レーティング（たとえば、１４３）
を有するゴルフボールとゴルフクラブとの組合せを使用するほうが報いられ得る。
【００６１】
　ボールレーティングおよびクラブレーティングは、打ち出し条件に影響を与え得るので
、これらの２つの独立したレーティングは、用具レーティングを生成するために組み合わ
されてよい。一例では、平均にレーティングされたゴルフクラブは７３のレーティングを
有する。クラブレーティングは、スイング運動中のゴルフクラブヘッドの位置に基づくこ
とができる。スイング中のゴルフクラブヘッドの位置を決定するファクタには、重心、シ
ャフトのねじれ、シャフトの柔軟性、および／または重心に対するシャフトの位置が含ま
れ得る。ゴルフクラブが高くレーティングされるほど、そのゴルフクラブは、ゴルフボー
ルとの接触時の打ち出し条件に対してより低く寄与し、それゆえ、クラブを比較的難しく
する。同様に、平均にレーティングされたゴルフボールは、４０のレーティングを有する
。用具レーティングに対するゴルフボールの寄与を決定するファクタには、ゴルフボール
のディンプルパターン、慣性モーメント、硬さ、質量、直径、および／またはスピン傾向
が含まれ得る。ボールが高くレーティングされるほど、そのゴルフボールは、打ち出し条
件に低く寄与する。
【００６２】
　上記の例では、平均にレーティングされたゴルフクラブは、平均にレーティングされた
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ゴルフボールより高いレーティングを有することができる。その結果、クラブレーティン
グは、用具レーティングに、ボールレーティングより大きな影響を及ぼし得る。代替とし
て、平均にレーティングされたゴルフボールは、平均にレーティングされたゴルフクラブ
より高いレーティングを有することができる。用具レーティングを生成するためにボール
レーティングとクラブレーティングとが組み合わされるとき、平均ボールレーティングお
よび／または平均クラブレーティングを変えることによって、ゴルフボールおよび／また
はゴルフクラブは異なって重みづけされ得る。別の例ではその逆に、平均にレーティング
されたゴルフボールが７３のレーティングを有する一方で、平均にレーティングされたゴ
ルフクラブが４０のレーティングを有することができる。この場合、平均用具レーティン
グは１１３であり、ボールレーティングは、用具レーティングに、クラブレーティングよ
りも比例的に影響を及ぼすことができる。本明細書で説明するシステム、方法、装置およ
び製造品は、この点について限定されない。
【００６３】
　上述のように、ボールレーティングおよびクラブレーティングは、１１３の平均を有す
る用具レーティングを生成するために組み合わされ得る。５５の最小値、１５５の最大値
および１１３の平均値を有するスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））に類
似するスケールを使用することによって、用具レーティングは、的確に（すなわち、過度
の補正なしに）ハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））に影響を
与えることができる。スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））および用具レ
ーティングは、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））が異なるゴルフコー
スで変化するときに、ゴルフハンディキャップを一定に保つために、反比例の関係を有す
ることができる。すなわち、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））と用具
レーティングとが互いに相殺しあっている場合、ゴルフハンディキャップは、コースハン
ディキャップ（すなわち、用具レーティングを持たないハンディキャップ）を変化させな
い。しかしながら、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標））が増加するにつ
れて、用具レーティングは、ゴルフハンディキャップを一定に保つために減らされる必要
があり、その逆も同様である。たとえば、ある個人が、９６のスロープレーティング（Sl
ope Rating（登録商標））を有するゴルフコースをプレーすることができる。同じゴルフ
ハンディキャップを維持するために、その個人は、平均にレーティングされたゴルフコー
ス（すなわち、１１３）より比較的易しいゴルフコースに対して補正するために、１３３
の用具レーティングを有するゴルフボールとゴルフクラブとの組合せを使用することがで
きる。
【００６４】
　代替的に、用具レーティングは、異なる方法でスケーリングされ得る（たとえば、ボー
ルレーティングとスロープレーティング（Slope Rating（登録商標））とは、異なってス
ケーリングまたは重みづけされ得る）。一例では、用具レーティングは、６の最小値、８
の平均値、および１０の最大値によって異なってスケーリングされ得る。８の用具レーテ
ィングに関連づけられた打ち出し条件は、６の用具レーティングまたは７の用具レーティ
ングのいずれかに関連づけられた打ち出し条件より、（たとえば、１０～２０ヤード）長
くボールを推進させ得る。しかしながら、８の用具レーティングに関連づけられた打ち出
し条件は、９の用具レーティングまたは１０の用具レーティングのいずれかに関連づけら
れた打ち出し条件より、（たとえば、１０～２０ヤード）長くボールを推進させ得ない。
上記の例と同様に、ゴルフハンディキャップは、個人がプレーするゴルフコースに関連づ
けられたレーティングに加えて、別のファクタによってより精密で正確になり得る。本明
細書で説明するシステム、方法、装置および製造品は、この点について限定されない。
【００６５】
　別の例では、２０などの比較的高いハンディキャップインデックス（Handicap Index（
登録商標））を有する個人が、８３の用具レーティングを有する打ち出し条件（すなわち
、１１３の平均用具レーティングを有するゴルフボールとゴルフクラブとの組合せより長
い飛距離に、ボールを推進するゴルフボールとゴルフクラブとの組合せ）など、より理想



(18) JP 2014-516744 A 2014.7.17

10

20

30

40

50

的な打ち出し条件を生成するゴルフボールとゴルフクラブとの組合せを使用することによ
って、１４．７の調整されたハンディキャップインデックスに変わる（すなわち、５．３
の減少）ことができる。一方、同じ個人が、１４３の用具レーティングを有する打ち出し
条件など、比較的理想的とは言えない打ち出し条件を使用することによって、２０のハン
ディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））から、２５．３の調整された
ハンディキャップインデックスに変わる（すなわち、５．３の増加）ことができる。両者
が８３の用具レーティングを有する打ち出し条件を使用した場合、１０などのハンディキ
ャップインデックス（Handicap Index（登録商標））を有する個人は、２．７の変化（す
なわち、７．３の調整されたハンディキャップインデックス（ＡＨＩ））を経験する一方
で、２０などのハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））を有する
個人は、５．３の変化（すなわち、１４．７の調整されたハンディキャップインデックス
（ＡＨＩ））を経験することができる。その結果、調整されたハンディキャップインデッ
クス（ＡＨＩ）は、ハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標））値が
増加するにつれてより著しくハンディキャップインデックス（Handicap Index（登録商標
））から変化することができる（すなわち、ＡＨＩは個人のハンディキャップインデック
ス（Handicap Index（登録商標））の関数である）。
【００６６】
　図６に戻って参照すると、プロセス６００は、個人がプレーするゴルフコースに関連づ
けられた少なくとも１つのレーティングに基づいて、コースハンディキャップを計算する
ことで始まることができる（ブロック６１０）。具体的には、ゴルフコースに関連づけら
れたレーティングは、ゴルフコースの難しさを示す値であってよい。
【００６７】
　プロセス６００は、コースハンディキャップと、個人がゴルフコースをプレーするため
に使用する複数のゴルフ用具に関連づけられたレーティングの組合せとに基づいて、ゴル
フハンディキャップを計算することができる（ブロック６２０）。たとえば、個人が使用
するゴルフ用具に関連づけられたレーティングは、個人がゴルフコースでゴルフをプレー
するために使用するあるタイプのゴルフボールとあるタイプのゴルフクラブとに関連づけ
られた用具レーティングであってよい。本明細書で説明するシステム、方法、装置および
製造品は、この点について限定されない。
【００６８】
　用具レーティングシステムは、個人が、一定のレーティングのゴルフボールと一定のレ
ーティングのゴルフクラブとを選択することを可能にし、そのことが、ひいては、別々に
用具レーティングに影響を与えることができる。その結果、特定のゴルフのラウンドに対
する個人のゴルフハンディキャップは、スロープレーティング（Slope Rating（登録商標
））（すなわち、ゴルフコースの難しさのレーティング）によるばかりでなく、個人がゴ
ルフのラウンドをプレーするために選択するゴルフ用具の選択によっても決定され得る。
【００６９】
　一例では、異なる長さのパタータイプのゴルフクラブは、異なるレーティングに関連づ
けられてよい。具体的には、３０インチと４０インチとの間の範囲の長さのパタータイプ
のゴルフクラブ（たとえば、標準的長さのパター）が第１のレーティングに関連づけられ
てよく、一方で、３７インチと４７インチとの間の範囲の長さのパタータイプのゴルフク
ラブ（たとえば、ベリーパター）が第２のレーティングに関連づけられてよい。さらに、
４５インチと５５インチとの間の範囲の長さのパタータイプのゴルフクラブ（たとえば、
長尺パター）が第３のレーティングに関連づけられてよい。たとえば、第１のレーティン
グは、第２または第３のレーティングより比較的低くてよい。第２のレーティングは、第
３のレーティングと同じであってもよく、または異なってもよい。上記で説明した例によ
れば、標準的長さのパターは、６の用具レーティングに関連づけられてよく、一方で、ベ
リーパターまたは長尺パターは、８の用具レーティングに関連づけられてよい。追加また
は代替として、ヘッドの重さ、材料（たとえば、鉄）、および／またはタイプ（たとえば
、ブレードタイプまたはマレットタイプ）など、パタータイプのゴルフクラブの他の特性
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説明するシステム、方法、装置および製造品は、この点について限定されない。
【００７０】
　用具レーティングは、任意の単一の用具であってよく、または２つ以上の用具の任意の
組合せであってもよい。用具レーティングの数が増えるにつれて、個人は、彼または彼女
のゴルフハンディキャップに著しい影響を与えることなく実験し、プレーするために、よ
り大きな柔軟性を有することができる。本明細書で説明するシステム、方法、装置、およ
び／または製造品は、この点について限定されない。
【００７１】
　ゴルフのルールは時々変化することがある（たとえば、ゴルフ標準化機構および／また
は運営団体によって、新しい規則が採用されるか、または古いルールが排除もしくは修正
されることがある）ので、本明細で説明したシステムおよび／または方法に関連するゴル
フ用具は、任意の特定の時期において、ゴルフのルールに適合していることがあり、また
は適合していないことがある。したがって、本明細で説明したシステムおよび／または方
法に関連するゴルフ用具は、適合ゴルフ用具または不適合ゴルフ用具として宣伝され、売
りに出され、および／または売られることがある。本明細書で説明するシステム、方法、
装置、および製造品を用いて、個人は、任意のゴルフ用具（たとえば、ゴルフ標準化機構
および／または運営団体による適合または不適合の用具）を使用し得、依然として、ゴル
フハンディキャップを計算することが可能であり得る。本明細書で説明するシステム、方
法、装置、および／または製造品は、この点について限定されない。
【００７２】
　いくつかの例示的なシステム、方法、装置、および製造品を、本明細で説明したが、本
開示が包含する範囲は、それらに限定されない。むしろ、本開示は、文字通りに、または
均等論のもとに、添付の特許請求の範囲に適正に入るすべてのシステム、方法、装置、お
よび製造品を包含する。
【図１】

【図５】

【図６】

【図７】
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